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レイヤ 3インターフェイスについて
レイヤ 3インターフェイスは、IPv4パケットを静的またはダイナミックルーティングプロト
コルを使って別のデバイスに転送します。レイヤ 2トラフィックの IPルーティングおよび内
部 Virtual Local Area Network（VLAN）ルーティングにはレイヤ 3インターフェイスが使用で
きます。

ルーテッドインターフェイス

ポートをレイヤ 2インターフェイスまたはレイヤ 3インターフェイスとして設定できます。
ルーテッドインターフェイスは、IPトラフィックを他のデバイスにルーティングできる物理
ポートです。ルーテッドインターフェイスはレイヤ 3インターフェイスだけで、スパニング
ツリープロトコル（STP）などのレイヤ 2プロトコルはサポートしません。

すべてのイーサネットポートは、デフォルトでルーテッドインターフェイスです。CLIセッ
トアップスクリプトでこのデフォルトの動作を変更できます。

Cisco Nexus® 3550-Tスイッチインターフェイスのデフォルトモードはレイヤ 3です。（注）
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ポートに IPアドレスを割り当て、ルーティングをイネーブルにし、このルーテッドインター
フェイスにルーティングプロトコル特性を割り当てることができます。

ルーテッドインターフェイスからレイヤ 3ポートチャネルも作成できます。ポートチャネル
の詳細については、「ポートチャネルの構成」のセクションを参照してください。

ルーテッドインターフェイスは、指数関数的に減少するレートカウンタをサポートします。

Cisco NX-OSはこれらの平均カウンタを用いて次の統計情報を追跡します。

•入力パケット数/秒

•出力パケット数/秒

レイヤ 3サブインターフェイスは、Cisco Nexus® 3550-T 10.1(2t)リリースではサポートさ
れていません。

（注）

VLANインターフェイス
VLANインターフェイス、またはスイッチ仮想インターフェイス（SVI）、は、デバイス上の
VLANを同じデバイス上のレイヤ 3ルータエンジンに接続する仮想ルーテッドインターフェ
イスです。VLANには 1つの VLANインターフェイスだけを関連付けることができますが、
VLANに VLANインターフェイスを構成する必要があるのは、VLAN間でルーティングする
場合か、または IPホスト接続する場合だけです。VLANインターフェイスの作成を有効にす
ると、Cisco NX-OSによってデフォルト VLAN（VLAN 1）に VLANインターフェイスが作成
され、リモートスイッチ管理が許可されます。

設定の前に VLANネットワークインターフェイス機能をイネーブルにする必要があります。
システムはこの機能をディセーブルにする前のチェックポイントを自動的に取得するため、こ

のチェックポイントにロールバックできます。ロールバックおよびチェックポイントについて

は、「Cisco Nexus® 3550-Tシステム管理構成」のセクションを参照してください。

VLAN 1の VLANインターフェイスは削除できません。（注）

VLANインターフェイスをルーティングするには、トラフィックをルーティングする VLAN
ごとに VLANインターフェイスを作成し、その VLANインターフェイスに IPアドレスを割り
当ててレイヤ 3内部 VLANルーティングを実現します。IPアドレスおよび IPルーティングの
詳細については、「CiscoNexus® 3550-Tユニキャストルーティングの構成」セクションを参照
してください。

次の図に、デバイス上の 2つの VLANに接続されている 2つのホストを示します。VLANご
とに VLANインターフェイスを設定し、VLAN間の IPルーティングを使ってホスト 1とホス
ト2を通信させることができます。VLAN1はVLANインターフェイス1のレイヤ3で、VLAN
10は VLANインターフェイス 10のレイヤ 3で通信します。
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図 1 : VLANインターフェイスによる 2つの VLANの接続

Cisco Nexus® 3550-T 10.1(2t)リリースでは、SVIインターフェイスはデフォルトのVRFイ
ンスタンスでのみサポートされます。

（注）

ループバックインターフェイス

ループバックインターフェイスは、常にアップ状態にある単独のエンドポイントを持つ仮想イ

ンターフェイスです。ループバックインターフェイスを通過するパケットはこのインターフェ

イスでただちに受信されます。ループバックインターフェイスは物理インターフェイスをエ

ミュレートします。0～ 1023の番号のループバックインターフェイスを最大 1024個の設定で
きます。

ループバックインターフェイスを使用すると、パフォーマンスの分析、テスト、ローカル通信

が実行できます。ループバックインターフェイスは、ルーティングプロトコルセッションの

終端アドレスとして設定することができます。ループバックをこのように設定すると、アウト

バウンドインターフェイスの一部がダウンしている場合でもルーティングプロトコルセッショ

ンはアップしたままです。

レイヤ 3インターフェイスの前提条件
レイヤ 3インターフェイスには次の前提条件があります。

• IPアドレッシングおよび基本設定を熟知している。IPアドレッシングの詳細については、
「CiscoNexus® 3550-Tユニキャストルーティングの構成」のセクションを参照してくださ
い。

レイヤ 3インターフェイスの注意事項および制約事項
レイヤ 3インターフェイスの設定には次の注意事項と制約事項があります。

•キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。 internal
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• Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）オプションは、Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)
リリースではサポートされていません。

•レイヤ 3サブインターフェイスは、Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースではサポートさ
れていません。

• SVIインターフェイスは、Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースのデフォルトVRFインス
タンスでのみサポートされます。

• MTUチェックは Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースではサポートされておらず、MTU
CLIは有効になりません。ピアリングデバイスが 1518バイトを超えるパケットを送信す
ると、コントロールプレーンの隣接関係は形成されません。

• Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースのスイッチはカットスルー転送を行います。した
がって、MTUチェックは導入されていません。

ハードウェアバッファリングはジャンボパケット用に設計されておらず、通常のMTUサ
イズ 1516を超えるパケットはサポートされていません。

• Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースでは、VLANパケットおよびバイトカウンタはサ
ポートされていません。

• Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースリリースは、どのインターフェイスでもバイトカウ
ンタをサポートしていません。これらのカウンタはすべて 0として表示されます。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使
用する Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

デフォルト設定
次の表に、レイヤ 3インターフェイスパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 :レイヤ 3インターフェイスのデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

閉じる管理ステート

レイヤ 3インターフェイスの設定

ルーテッドインターフェイスの設定

任意のイーサネットポートをルーテッドインターフェイスとして設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始しま

す。

interface ethernet slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ3イン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

[ip address]ステップ 4 •このインターフェイスの IPアドレ
スを設定します。IPアドレスの詳例：
細については、「Cisco Nexus®

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 3550-Tユニキャストルーティング

の構成」のセクションを参照してく

ださい。

（任意）レイヤ3インターフェイスの統
計情報を表示します。

show interfaces

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show interfaces
ethernet 1/1

（任意）ポリシーがハードウェアポリ

シーに対応するインターフェイスのエ

no shutdown

例：

ステップ 6

ラーをクリアします。このコマンドによswitch#
switch(config-if)# int e1/1
switch(config-if)# no shutdown

り、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシー

が対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

• mediumコマンドを使用し、コマンドを使用します。
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目的コマンド

インターフェイスをレイヤ 2インターフェイ
スとして設定し、このインターフェイス上の

レイヤ 3固有の設定を削除します。

switchport

例：

switch(config-if)# switchport

•次に、ルーテッドインターフェイスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスのデフォルト設定がルーテッドされます。レイヤ 2にインター
フェイスを設定するには、switchportを入力しますコマンドを使用します。レイ
ヤ 2インターフェイスをルーテッドインターフェイスに変更する場合は、no
switchportコマンドを入力します。

VLANインターフェイスの設定
VLANインターフェイスを作成して内部 VLANルーティングを行うことができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VLANインターフェイスモードをイネー
ブルにします。

feature interface-vlan

例：

ステップ 2

switch(config)# feature interface-vlan

VLANインターフェイスを作成します。
numberの範囲は 1～ 4094です。

interface vlan number

例：

ステップ 3

switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)#

[ip address ip-address/length]ステップ 4 •この VLANインターフェイスの IP
アドレスを設定します。IPアドレ例：
スの詳細については、「Cisco

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 Nexus® 3550-Tユニキャストルー

ティングの構成」のセクションを参

照してください。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）レイヤ3インターフェイスの統
計情報を表示します。

show interface vlan number

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show interface vlan
10

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VLANインターフェイスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ループバックインターフェイスの設定

ループバックインターフェイスを設定して、常にアップ状態にある仮想インターフェイスを作

成できます。

始める前に

ループバックインターフェイスの IPアドレスが、ネットワークの全ルータで一意であること
を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ループバックインターフェイスを作成

します。範囲は 0〜 1023です。
interface loopback instance

例：

ステップ 2

switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)#

[ip address ip-address/length]ステップ 3 •このインターフェイスの IPアドレ
スを設定します。IPアドレスの詳
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目的コマンドまたはアクション

例： 細については、「Cisco Nexus®

3550-Tユニキャストルーティングswitch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 の構成」のセクションを参照してく

ださい。

（任意）ループバックインターフェイ

スの統計情報を表示します。

show interface loopback instance

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show interface
loopback 0

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、ループバックインターフェイスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスでの DHCPクライアントの設定
SVI、管理インターフェイス、または物理イーサネットインターフェイスでDHCPクライアン
トの IPv4アドレスを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch# configure terminalステップ 1

管理インターフェイスを選択します。switch(config)# interface | mgmt 0 | vlan
vlan id

ステップ 2

DHCPサーバに IPv4アドレスを要求し
ます。

switch(config-if)# [no] [ip | ipv4] address
dhcp

ステップ 3

取得されたいずれかのアドレスを削除す

るには、このコマンドの no形式を使用
します。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch# configure terminalステップ 4

例

次に、SVIで DHCPクライアントの IPアドレスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface mgmt 0
switch(config-if)# ip address dhcp

レイヤ 3インターフェイス設定の確認
レイヤ 3の設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

レイヤ3インターフェイスの構成情報、ステー
タス、カウンタ（インバウンドおよびアウト

バウンドパケットレートが 5分間に指数関数
的に減少した平均値を含む）を表示します。

show interface ethernet slot/port

レイヤ 3インターフェイスの動作ステータス
を表示します。

show interface ethernet slot/port brief

レイヤ 3インターフェイスの機能（ポートタ
イプ、速度、およびデュプレックスを含む）

を表示します。

show interface ethernet slot/port capabilities

レイヤ 3インターフェイスの説明を表示しま
す。

show interface ethernet slot/port description

レイヤ3インターフェイスの管理ステータス、
ポートモード、速度、およびデュプレックス

を表示します。

show interface ethernet slot/port status

ループバックインターフェイスの設定情報、

ステータス、カウンタを表示します。

show interface loopback number

ループバックインターフェイスの動作ステー

タスを表示します。

show interface loopback number brief

ループバックインターフェイスの説明を表示

します。

show interface loopback number description

レイヤ 3インターフェイスの設定
9

レイヤ 3インターフェイスの設定

レイヤ 3インターフェイス設定の確認



目的コマンド

ループバックインターフェイスの管理ステー

タスおよびプロトコルステータスを表示しま

す。

show interface loopback number status

VLANインターフェイスの設定情報、ステー
タス、カウンタを表示します。

show interface vlan number

VLANインターフェイスの動作ステータスを
表示します。

show interface vlan number brief

VLANインターフェイスの説明を表示します。show interface vlan number description

VLANインターフェイスの管理ステータスお
よびプロトコルステータスを表示します。

show interface vlan number status

レイヤ 3インターフェイスのモニタリング
レイヤ 3統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

CiscoNexus®3550-Tデバイスは、パケットレー
トの統計に 3種類のサンプリングインターバ
ルを設定します。

VLANネットワークインターフェイスでの範
囲は 60～ 300秒であり、レイヤインターフェ
イスでの範囲は 30～ 300秒です。

load- interval {interval seconds {1 | 2 | 3}}

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示
します（ユニキャスト、マルチキャスト、ブ

ロードキャスト）。

show interface ethernet slot/port counters

レイヤ 3インターフェイスの入力および出力
カウンタを表示します。

show interface ethernet slot/port counters brief

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示
します。オプションとして、32ビットと 64
ビットのパケットおよびバイトカウンタ（エ

ラーを含む）をすべて含めることができます。

show interface ethernet errors slot/port detailed
[all]

レイヤ 3インターフェイスの入力および出力
エラーを表示します。

show interface ethernet errors slot/port counters
errors

レイヤ 3インターフェイスの設定
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目的コマンド

SNMP MIBから報告されたレイヤ 3インター
フェイスカウンタを表示します。

show interface ethernet errors slot/port counters
snmp

ループバックインターフェイスの入力および

出力カウンタ（ユニキャスト、マルチキャス

ト、およびブロードキャスト）を表示します。

show interface loopback number counters

ループバックインターフェイスの統計情報を

表示します。オプションとして、32ビットと
64ビットのパケットおよびバイトカウンタ
（エラーを含む）をすべて含めることができ

ます。

show interface loopback number detailed [all]

ループバックインターフェイスの入力および

出力エラーを表示します。

show interface loopback number counters errors

レイヤ 3インターフェイスの設定例
次に、イーサネットサブインターフェイスを設定する例を示します。

interface ethernet 1/1.10
description Layer 3
ip address 192.0.2.1/8

次に、ループバックインターフェイスを設定する例を示します。

interface loopback 3
ip address 192.0.2.2/32

関連資料

マニュアルタイトル関連資料

「 Cisco Nexus® 3550-Tユニキャストルーティ

ング構成」セクション

IP

「Cisco Nexus® 3550-Tレイヤ 2スイッチング

構成」セクション

VLAN
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翻訳について
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、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
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ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


